
【タテの問題】
１　七五三の祝いに売られる飴
２　＿栽培⇔抑制栽培
３　上達すること、＿が上がる
４　五七五七七
６　一説によると、見つけたときに舞い踊るほどよろこぶ
　　ことから名づけられたとされる「きのこ」は？
８　ド、レ、ミ、＿、ソ、ラ、シ
10　人として守り行うべき道。高校の公民科目のうちの１つ
12　内野⇔＿
14　上手＿、砲丸＿、円盤＿
16　元気づけること、＿を入れる
18　光の三原色は＿、緑、青

【ヨコの問題】
１　空気の約78％を占める気体
３　整備が進められている津軽自動車道「柏＿道路」
５　酉の市で売られる、福をかき集めるとされる縁起物
７　試合で最初に得点すること、＿点を取る
８　サメのひれを乾燥させた中華料理の食材、＿ヒレ
９　ローマ、ミラノ、ナポリ、ヴェネツィア
11　ｋ（キロ）＜Ｍ（＿）＜Ｇ（ギガ）
13　竹刀で打ったり突いたりして勝敗を争う競技、＿道
15　10本の腕をもつ海生軟体動物
17　中央銀行が政策金利を引き上げること
19　＿事典、＿店、＿繚乱

クロスワードに挑戦！クロスワードに挑戦！

無数の赤い鳥居が続く〇〇〇〇〇〇〇神社無数の赤い鳥居が続く〇〇〇〇〇〇〇神社

タテとヨコの問題を解いて、ＡからＧの文字を並べて言葉を
作ってみよう！
タテとヨコの問題を解いて、ＡからＧの文字を並べて言葉を
作ってみよう！

応募方法：ハガキかQRコードからご応募ください。
QRコードの場合は、Googleへのログインが必要で
す。
記入事項：答え、住所、氏名、年齢、広報つがるに対す
るご感想などを必ずご記入ください。
応 募 先：〒038‐3192 つがる市役所 秘書政策課宛 
　正解者の中から抽選で5人に

「県民手帳」をプレゼントします。
（毎月25日必着）

ヒント

　10月号の答えは「シ
ヤコチヤン」でした。
70名様より応募してい
ただきました。
　当選者の発表は、賞
品の発送をもって代え
させていただきます。
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　木造高等学校が持つさまざまな魅力
やイベント情報などを本誌で取り上げ
ていきます

早稲田大学ゼミの社会調査に
　 木高生も合同で参加しました
　９月２・３日で総合的な探究の時間、地域づくりプロジェクトの２年生
約30人が早稲田大学の学生とともに木造町内の社会調査に参加し、商
店街の店舗にインタビューをしました。
　まず９月２日、旧制木造中学校講堂で交流ミーティングを行い、翌日
の調査準備を行いました。倉光市長から激励の言葉もいただきました。
また、これまでの探究活動を大学生に発表し、多くのアドバイスもいた
だきました。そして９月３日、グループに分かれ、大学生と協力しながら、
インタビューのメモやまとめ作業を行いました。今まで知らなかった木
造の町を再発見することができた貴重な２日間となりました。

Jomon Fes.
～亀ヶ岡遺跡・田小屋野貝塚まつり～

　９月６日、天候に恵まれた雲ひとつない快晴の中での活動でした。生
徒たちは会場を思い思いに巡り、ボランティアに汗を流していました。
　主な活動は体験コーナー・ガイドの手伝いであり、楽しみながら参加
していました。ステージショーも充実しており、終盤に生徒10人でカラ
オケを歌うなど活躍しました。川嶋大史さんをはじめとする縄文の会の皆さんには大変よくしていただきました。多く
の木高生の参加が期待されていますので、来年は20人程度の参加を目標にするぞ！ 

　世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の価値・魅力を知っ
てもらうため、市民のみなさまを対象に、縄文遺跡に関する講座を
開催します。
●第1回 流れ着くモノ～縄文時代から現代までの漂着物利用～
　11月22日(土)15時～16時
●第2回 石神遺跡の価値と調査研究のあゆみ　
　12月13日(土)15時～16時
▼場所：旧制木造中学校講堂　▼定員：各回50人　▼申し込み：文化財課へ電話でお申し込みください。（受付

時間：平日8時半～17時15分）　▼申込期限：第1回は11/17(月)まで。第2回は12/8(月)まで
【問い合わせ先】文化財課　電話49‒1194

木高通信
～がんばれ！もっこう！～

No.12

ゼミ生に発表する生徒たち

店舗でインタビュー

カラオケで会場を盛り上げました ガイドのお手伝い 体験コーナーでお手伝い

深掘り！縄文遺跡もの知り講座
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※本の表紙の画像は、各出版社の使用規程に基づいて掲載※参加無料・申込不要
※都合により日程・開催場所等が変更になる場合あり

◆図書館で本を借りるとき
図書カードを作成してから貸出手続きをします。
図書カードはつがる市内に在住・在学・在勤されて
いる方、定住自立圏内（五所川原市・中泊町・鶴田
町・鰺ヶ沢町・深浦町）にお住まいの方、または青
森県内図書館共通利用券をお持ちの方が作成可
能です。
※カードの発行の際は、ご本人の住所確認のでき
るもの（運転免許証・健康保険証・マイナンバーカ
ード・学生証・在勤証明書など）をご提示ください。

◆図書カードの有効期限について
図書カードの有効期限はつがる市に在住・在学・
在勤されている方と定住自立圏内にお住まいの
方は5年間となります。期限が切れたら更新の手
続きをお願いします。
※青森県内図書館共通利用券をお持ちの方は先
に共通利用券の更新を行ってから、つがる市立図
書館の図書カードの更新を行います。

〒038−3107 青森県つがる市柏稲盛幾世41番地（イオンモールつがる柏内）
●電話：0173−25−3131　●開館時間：10時～20時　●11月の休館日：11月24日(月)

タイトル：1年で潰れると言われた野球
部が北国のビニールハウスか
ら甲子園に行った話

　 著　　：原田 一範
出 版 社：幻冬舎

◆内容紹介◆
学歴も人脈もない弘前学院聖愛高等学校の野球部監
督が、「思考と言語化」で強いチームをゼロから作り上
げた挑戦の記録を綴る、感動のノンフィクション。

タイトル：お米がもっと好きになる。
　　　　　炊き方、食べ方、選び方
　 著　　：柏木 智帆
出 版 社：技術評論社

◆内容紹介◆
年間400種のお米を試食、日々ごはんと向き合ってき
た著者が、お米の基礎知識、おいしいごはんの炊き方、
ごはんをもっとおいしくする道具など実践的なノウハ
ウを紹介。お米が主役のメニューも掲載する。

タイトル：こどものための防災教室
　 著　 ：今泉 マユ子 
出 版 社：理論社

◆内容紹介◆
過去に災害を経験した人々はどうやって生き抜いた
のか。災害伝承館の体験プログラムや語り部の話など
を通し、想定外のことが起こる災害のリアルを伝える。

タイトル：うさぎかぶしきがいしゃ
　 作　 ：ふくなが じゅんぺい
出 版 社：こぐま社

◆内容紹介◆
月を空に飛ばす仕事をしている、うさぎかぶしきがい
しゃのうさぎたち。仕事のあと、楽しくごはんを食べた
うさぎたちは、騒ぎ疲れて、寝坊してしまいました。月を
飛ばす時間になっても、パイロットが起きなくて…。

おすすめの本イベント

お知らせ

日　時：11月22日（土）11時～11時30分
場　所：おはなしコーナー

えいごでおはなし会	 【ALT（外国語指導助手）】

日　時：12月13日（土）11時～11時30分
場　所：おはなしコーナー
※12月の図書館スタッフのおはなし会は、「クリスマス」

をテーマに絵本の読み聞かせをします。
　また、ゲームも行いますので、ぜひご参加ください。

おはなし会	 【図書館スタッフ】

主　催：NPO法人つがる野文庫の会
日　時：12月14日（日）10時30分～11時30分
テーマ：つがる市柏農産物直売所のあ・れ・こ・れ…!! 
講　師：成田　洋　氏（つがる市農産物直売所
　　　　　　　　　　 じょっぱりの里合同会社代表）
※都合により11月と12月の内容が変更となりました。

郷土学習講座
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